
Ⅵ 智恵の「都」をつくる

～すべての県民が、生涯良く学び続けられ、
奈良の歴史文化に親しめる地域をつくる～
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

(６６) （仮称）奈良県立工科大学の設置推進、奈良県立大学の教育充実
Ｒ５予算案 1,081,248千円

１．（仮称）奈良県立工科大学の設置に向けた検討（32,769千円）

⑤県立大学授業料・入学金の減免に対し補助
⑥附属高等学校就学支援金を支給

２．奈良県立大学及び附属高校の教育環境充実（1,048,479千円）

〈問い合わせ先〉
文化・教育・くらし創造部 教育振興課 市川課長補佐（内線２５７６）

（１）大学の設置に向けた有識者会議（20,440千円）

①大学構想の実現に向けた研究教育分野、教員組織体制等

の具体的な検討

＜イメージ＞三宅町に整備予定の新キャンパス

（２）大学設置認可申請に向けた検討（12,329千円）

②Ｒ８年度の大学院先行設置を目指し、地域の教育

ニーズや地元企業の人材確保・育成ニーズ等を調査

（１）第２期中期目標達成に向けた取組の支援（791,104千円）

③運営費交付金
・大学の業務運営に必要な経費の財源に充てるための交付金

④中期目標関連補助金
・中期目標達成のため実施する事業に対し補助

目標項目：教育、研究、地域連携、国際交流、法人運営

（２）県立大学及び附属高校の就学支援支援（97,909千円）

奈良県立大学附属高等学校（令和４年４月開校）

（３）県立大学の施設整備（159,466千円）

⑦クラブハウス棟の建築
⑧（仮称）教育研究棟の基本・実施設計

＜イメージ＞奈良県立大学クラブハウス棟
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

(６７) 県立医大教育の充実 県立医大教育将来像の深化
Ｒ５予算案 5,313,441千円

地域貢献 教 育 研 究 法人運営診 療

５つの柱立てのもと、中期目標を設定

＜問い合わせ先＞ 医療政策局 病院マネジメント課 吉川課長補佐（内線３１６２）

「医大の将来像実現推進会議」を開催し、県立医科大学のPDCAマネジメントサイクルを推進

県立医科大学の第３期中期目標達成に向けた取組と大学・病院の運営に要する経費に対し、

運営費交付金、中期目標達成促進補助金等を交付

・医師・看護師の養成等、医大の業務運営に必要な経費

・心の教育を実現するための講座の運営経費

・奈良学・在宅医療学の運営経費 など

医大での臨床手技実習の様子

最高の医学と最善の医療を行う「良き医療人」の育成、県内基幹病院として地域医療の充実へ貢献

(1) 県による第３期中期目標・中期計画の進捗管理（1,400千円）

(2) 第３期中期目標達成に向けた取組と運営に対する支援（5,312,041千円）
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

（６８） 県と大学との連携強化

〈問い合わせ先〉
文化・教育・くらし創造部 教育振興課 池田課長補佐（内線２５２０）

１．大学との連携推進 （18,000千円）

２． 奈良県における教育振興のための研究支援 （35,300千円）新

地域課題の解決に資する

連携事業・共同研究

連携大学

ワンストップ窓口

連携担当部署

知的
資源

奈良県

ワンストップ窓口

連携担当部署

研究データ
フィールド

・奈良式柿タンニンの品質安定化・評価技術の開発 ほか

Ｒ５予算案 53,300千円

② 奈良先端科学技術大学院大学との連携事業新

＜補助スキーム＞

① 早稲田大学・近畿大学との連携事業

③ 国公私立大学・短期大学を対象に研究支援（規模：３年間１億円想定）

①公募

②審査・
事業実施

③成果報告

県 大学・短期大学

公募 事業計画書作成

報告書作成研究報告会

事業実施審査会

＜事業スキーム＞

県の教育課題の解決に資
する研究を県内大学・短期
大学から公募

・地域コミュニティによる土地の利用・管理の検討モデル構築事業

・なら歴史芸術文化村幼児向けプログラムと連動した食育プログラム事業 ほか

④ 専修学校が実施する教育振興大綱の推進に資する取組を支援

デジタルデバイド対策事業柿タンニンの品質安定化・評価技術の開発
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

（６９） 高校生年代の学びとはぐくみ
Ｒ５予算案 6,157,818千円
Ｒ４・２月補正予算案 54,268千円

⑫県立大学と附属高校との高度な高大接続を推進

⑬フォレスターアカデミーの運営（ Ｒ５から市町村にフォレスター配置）

１．実社会で生きる知識・技能を身に付ける教育の展開
（1,134,108千円、R4・2月補正 36,000千円）

２．「質の高い職業人」の育成（4,171,511千円、R4・2月補正 18,268千円）

<問い合わせ先>
文化･教育･くらし創造部 ⑫教育振興課 市川課長補佐(内線２５７６)
こども・女性局 ⑩奈良っ子はぐくみ課 木戸脇課長補佐(内線２８８５)
医療政策局 ⑧医師・看護師確保対策室 木村室長補佐(内線３１９１)

⑨病院マネジメント課 豊田課長補佐(内線３１２２)・吉川課長補佐(内線３１６２) 
水循環･森林･景観環境部 ⑬森と人の共生推進課 西課長補佐(内線３９４２)
産業･観光・雇用振興部 ⑦雇用政策課 糸谷課長補佐(内線３５７１)
食と農の振興部 ⑥豊かな食と農の振興課 福永課長補佐(内線３８１８)
教育委員会 ①～③、⑤、⑪高校の特色づくり推進課 尾崎課長補佐(内線５２５１）、④学校支援課 岡方課長補佐(内線５２８１)

３．奈良県の産業・地域を支える地域人材の育成（852,199千円）

⑥なら食と農の魅力創造国際大学校（ＮＡＦＩＣ）の運営

⑦高等技術専門校等での職業訓練

⑧看護師等修学資金の貸付や看護師等養成所の運営支援

⑨医科大学の運営支援等による看護師、医師等の養成

⑩県立高校こども・福祉科等での保育人材の養成

⑪ 宇陀高校専攻科にラヒホイタヤ科（総合福祉科）を新設

①高校生合同企業説明会・インターンシップ等キャリア教育の充実

②県内高校生を対象としたスタートアッププロジェクト事業

③座学と企業実習による即戦力職業人材の育成

④「奈良県立学校施設長寿命化整備計画」に基づく県立学校の長寿命化整備等

⑤「県立高等学校適正化実施計画」に基づく県立学校適正化の推進

高校生合同企業説明会 高校生スタートアッププログラム 留学キャラバン隊in奈良

宇陀高校こども・福祉科での実習

新

新
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

(７０) 私学の振興

（１）経済事情のために進学を諦めることのないよう、私立学校に通う学費負担者に対して授業料等を補助
（授業料・施設整備費等を合わせて最大５７万円まで補助）

県の教育課題の解決に積極的に取り組む学校に対して補助額を加算し、各学校の特色のある取組を支援

世帯収入は、両親の一方が働いていて、高校生１人、中学生１人のサラリーマン世帯の場合

①私立高等学校授業料軽減補助金
県独自の補助金（最大１７万４千円）を支給

②私立高等学校等就学支援金（国庫）
全国私立高校の平均授業料を勘案した
水準（３９万６千円）まで支援

〈問い合わせ先〉
文化・教育・くらし創造部 教育振興課 池田課長補佐（内線２５２０）

国際化推進（グループ討議）

１．私立学校に対する運営費補助（経常費補助）（6,319,385千円）

２．私立高校等授業料等に対する支援（3,379,611千円）

Ｒ５予算案 9,698,996千円

（円）

世帯収入 （万円）270 350 590 910

118,800

118,800

（就学支援金）

396,000

570,000

87,000
174,000

（軽減補助金）

483,000

396,000

令和２年度からの補助制度

①

②

（１）私立学校の経常的な経費に対して補助
対象校 ： 高等学校１６校、中等教育学校１校、中学校１０校、小学校６校、幼稚園２７園

障害児支援の取組 不登校生徒の学習機会確保 国際バカロレアの実践（研究発表）
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

（７１） 教育ＩＣＴの推進

５．教員の資質向上と支援
（1,780千円、R4・2月補正予算案 123,829千円）

４．ICTを活用した授業の支援
(139,436千円)

３．児童生徒への情報教育の充実
（6,727千円、R4・2月補正予算案 23,606千円）

２．学校ICT環境の整備 （R4・2月補正予算案 222,536千円)

③県立学校教員用端末の更新

④県立学校で採用する校務支援システムの更新

⑤文部科学省が示す新しいセキュリティ基準に沿ったネットワークシステムの構築

⑥県立学校・市町村立学校向けヘルプデスクの設置・運営

⑦市町村の校務支援システム導入を支援

⑧情報推進リーダー研修

〈問い合わせ先〉
教育委員会 教育研究所 教育情報化推進部
藪田部長（0744-33-8907）

Ｒ５予算案 154,443千円
Ｒ４・２月補正予算案 369,971千円

（１）県立学校ネットワーク強靱化

〈イメージ〉県立学校ネットワーク

（１）県立国際中学校の生徒用端末を配備（6,727千円)

（２）「情報」の学習環境を県立高校に整備
(R4・2月補正予算案 23,606千円)

（１）県立学校に電子黒板を整備

（１）GIGAスクール運営支援センター整備
(R4・2月補正予算案 123,829千円)

（２）教育情報化推進 (1,780千円)

タブレット端末等を用いた授業風景 電子黒板を用いた授業風景

教員用端末を用いた授業準備

新機能を追加して、
教職員や保護者の
利便性を向上

校内ネットワークを活用した授業

１． 未来を生き抜く学びの改革推進 （6,500千円)

①（仮称）未来を生き抜く学びの改革推進会議

・デジタル化が進む将来社会を生き抜くための高校教育のあり方の検討

②モデル校での教育プログラム試行

新

〈イメージ〉自ら学ぶ力をはぐくむ授業
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる １８ 教育の振興

（７２） 第２期奈良県教育振興大綱の推進

〈問い合わせ先〉
１、２ 文化・教育・くらし創造部 教育振興課 池田課長補佐（内線２５２０）
３ 教育委員会 高校の特色づくり推進課 尾崎課長補佐（内線５２５１）

１． 奈良県総合教育会議や勉強会の開催（1,462千円）

２． 奈良県教育サミットの開催（1,573千円）

③ 市町村長・市町村教育長と情報共有・意見交換

（これまでの議題等）

・教育の質の向上と教員の働き方改革

・ポストコロナ期の新たな学びの在り方

・通学路安全対策 など

・知事と教育委員が奈良県教育振興大綱の推進について協議

① 奈良県総合教育会議を開催

・教育政策の研究と教育施策の進捗状況を定期的に評価

② 教育関係有識者との勉強会の開催

④ 教育施策や県内学校の教育活動を家庭や地域社会に広く発信

３． 奈良県教育ジャーナルの発刊（1,200千円）新

Ｒ５予算案 4,235千円

教育サミット

総合教育会議

学校における取組紹介
（ICTを活用したグループワーク授業）就学前教育での取組紹介

（主体性を育てる遊び）

義務教育学校での取組紹介
（１年生と９年生の交流）
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⑫地域・社寺との連携イベント

⑬ドライブインシアター

⑭ユースシネマプロジェクト

⑮国際音楽交歓コンサート

Ⅵ 智恵の「都」をつくる １９ 文化の振興

(７３) 文化の振興

〈問い合わせ先〉
文化・教育・くらし創造部 文化振興課
①～④、⑩、⑫～⑮ 古谷課長補佐（内線２４９１）
⑤～⑨、⑪、⑯～⑳、㉑ 元根課長補佐（内線２１５２）

Ｒ５予算案 294,727千円
債務負担行為 15,683,000千円

① 四季を通じた開催

②社寺での公演

③奈良県コンベンションセンターでの公演

④なら歴史芸術文化村での幼児向け公演

第10回記念公演

新

⑪奈良県文化会館を音楽を軸とした

舞台芸術の殿堂として再整備

（令和８年度中のオープンを目指す）

〈イメージ〉文化会館整備

⑧特別支援学校を対象としたコンサート

⑨ヴァイオリン等を活用した幼児向け

音楽プログラム

⑩県立ジュニアオーケストラ
こどもを音楽で育てる演奏会

５．奈良県みんなでたのしむ大芸術祭の開催

（64,176千円）

〈イメージ〉パンフレット

㉑ 文化芸術活動継続支援補助金
奈良県文化会館の休止期間中に県内会場で実施する
芸術文化活動を支援

新

⑯特別展（春）「田中一光展」（仮称）（4/22～ 6/11）

⑰企画展（夏）「富本憲吉展」（仮称）（7/8 ～ 9/3）

⑱特別展（冬）「不染鉄展」（仮称） （1/13～ 3/10）

⑲ 新たなギャラリーを活用した展示

⑳ 美術館開館５０周年記念特別展

「仮面芸能の系譜－仮面芸能の

ふるさと奈良－」（9/30～11/12）
〈イメージ〉展示品

新

新

令和３年４月「奈良県文化振興条例」制定 （「奈良県文化活動振興大綱」（令和５年３月）改定予定）

７．文化活動継続への支援 （4,200千円）

３．こどもを音楽で育てる取組の推進

（17,937千円）

１．ムジークフェストなら2023の開催
（96,600千円）

６．県立美術館展覧会の開催と 美術館開館
５０周年記念特別展の開催 （77,578千円）

新

４．文化会館のリニューアル（12,786千円、
R6～8債務負担行為15,683,000千円）

⑤ＪＮＯの演奏家による県内小中学校・

高校・ 大学での演奏指導

⑥ 奈良の社寺、自然とクラシック音楽

を融合した動画を撮影・配信

⑦ 年末コンサート ＪＮＯとの連携協定

新

新

新

２．ＪＮＯ等と連携した取組の本格展開
（21,450千円）
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる １９ 文化の振興

(７４) 文化観光推進・歴史追体験 なら記紀・万葉プロジェクトの継続展開
Ｒ５予算案 123,730千円

（１）次期展覧会の開催に向けた検討

⑪中国清華大学との交換展（奈良県内開催）、海外での展覧会等の検討

（4,000千円）
4．欧州・中国での開催ノウハウを活かし、奈良の歴史文化を発信する、新たな展覧会を実現

（4,000千円）

（１）なら記紀・万葉プロジェクトの推進等

⑨ 天武・持統天皇とその時代（天武天皇即位１３５０年）を
主要テーマとする講演会の開催、HPの作成、SNS等による
情報発信、ノベルティの制作

⑩奈良大学と共催する全国高校生歴史フォーラム

3．なら記紀・万葉プロジェクト等の継続的な展開（16,162千円）

壬申の乱1350年講演会

（１）日本博事業への参加 （60,000千円） （２）文化施設を活用した文化観光の推進 （37,568千円）

テーマ 国家成立の原点“奈良”を辿り“日本”を
知るプロジェクト＋発掘現場・修理現場の公開

②日本国家の礎 天武天皇ゆかり地
連携プロジェクト

③天武・持統天皇をテーマとする
映像制作及び上映会等の開催

④発掘現場・修理現場の公開 ほか

⑤県内世界遺産等のＡＲ・ＶＲ映像
コンテンツ制作

⑥万葉百科データベース
（万葉文化館）

⑦ 古民家活用ＶＲコンテンツ制作
（民俗博物館）

⑧デジタルミュージアム
（橿原考古学研究所附属博物館）

2．「奈良県地域計画（いかす・なら地域計画）」に基づく地域活性化に資する文化観光推進
（97,568千円）

〈問い合わせ先〉 文化・教育・くらし創造部 ①～④⑨ 文化資源活用課 金澤課長補佐（内線２５３０）
⑤～⑧⑩⑪ 文化資源活用課 通山課長補佐（内線２５０７）

① 有識者の意見を基にした、「歴史文化資源」の本質的価値がわかるストーリーの発信

１．「奈良県文化資源活用大綱」に基づく歴史文化資源の活用推進（6,000千円）

富本銭づくり体験

壬申の乱1350年ウォークイベント

高松塚古墳

体験型ＶＲコンテンツ

「日中交流二千年

アジアをつなぐ美と精神」展

（清華大学芸術博物館）

新
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる １９ 文化の振興

（７５） 文化財の保存と活用

文化財保存活用大綱に基づく文化財保存活用

（１）国指定文化財等の保存、修理、買取等に関する補助
（437,012千円、R4・2月補正予算案22,140千円）

④人材育成講座の開催

⑤建造物関係アーカイブ化

①指定文化財（建造物、美術工芸品、民俗文化財、史跡、天然記念物、埋蔵文化財等）

について、適切な修理・保存を実施

②修復を行う指定文化財の一部について、なら歴史芸術文化村において修復過程を公開

③防災施設等整備・防災設備点検等の実施

⑨無形民俗文化財の撮影・普及

（２）建造物（7,802千円） （４）民俗文化財・無形文化財（2,239千円）

⑩奈良の記念物講座の開催

（５）天然記念物（728千円）

国宝興福寺五重塔

修理現場見学バスツアー

⑪飛鳥宮跡・飛鳥京跡苑池の整備

⑫高取城跡の整備

⑬太安萬侶墓の整備

⑭桜井茶臼山古墳の整備、公有化

⑮ 登大路瓦窯跡の整備新

⑥古文書講座の開催
⑦ 大型彫刻の調査
⑧ 古文書の調査

（３）美術工芸品（9,087千円）

新

新

（７）その他
（2,897千円、R4・2月補正予算案5,000千円）

Ｒ５予算案 767,835千円
債務負担行為 5,000千円
Ｒ４・２月補正予算案 27,140千円

古文書調査

特別天然記念物オオサンショウウオ

龍口の獅子舞

登大路瓦窯跡

⑯既存資料のデータベース化に
より研究作業を効率化

⑰文化財防災対策の構築

〈問い合わせ先〉
①～⑰文化・教育・くらし創造部 文化財保存課 守屋課長補佐（内線５３３２）
⑪地域デザイン推進局 公園緑地課 常盤課長補佐（内線４３０７）

（６）史跡（308,070千円、
債務負担行為5,000千円）
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④「飛鳥・藤原」とともに県内既登録３資産と

世界遺産の仕組みを紹介

⑤世界遺産を目指す「飛鳥・藤原」の価値を県外へ発信

⑥ＧＯＯＤＬＩＦＥフェア（東京）への出展（Ｒ５．９月（予定））
啓発イベントのイメージ

（１）世界遺産ジャーナルの発行（1,980千円）

（２）世界遺産登録に向けた啓発（4,492千円）

①推薦書素案等の提出書類準備

②国内外の専門家等との会議、意見聴取

③文化庁等関係機関との調整

現地視察

（１）世界遺産「飛鳥・藤原」登録推進協議会（県・橿原市・桜井市・明日香村）での取組

国内専門家会議

Ⅵ 智恵の「都」をつくる １９ 文化の振興

（７６） 飛鳥・藤原の世界遺産登録

令和７年の世界遺産登録を目標に事業を推進

１． 「飛鳥・藤原」の世界遺産登録の推進（12,540千円）

２．世界遺産と「飛鳥・藤原」の価値を発信（6,472千円）

⑦飛鳥宮跡を整備し、史跡を視覚化

⑧飛鳥宮跡内郭の全体像を明らかにする発掘調査と成果の発信

整備イメージ（柱による遺構表示）

（１）飛鳥宮跡・飛鳥京跡苑池の整備・活用

〈問い合わせ先〉 文化・教育・くらし創造部 文化資源活用課 通山課長補佐（内線２５０７）

３．県管理資産の説明力向上（104,994千円）

Ｒ５予算案 124,006千円

世界遺産ジャーナル
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる １９ 文化の振興

(７７) なら歴史芸術文化村の活用

１．歴史文化資源の継承及び活用
（171,251千円）

２．芸術文化活動の振興 （56,785千円）

３．にぎわいの創出とおもてなしの向上 （489,706千円）

Ｒ５予算案 717,742千円

⑥幼児向けアート・音楽プログラム

⑦ 幼児向けアートプログラムの地域展開・人材

育成

⑧ 「ＮＡＲＡ」をテーマにした芸術作品を世界か

ら募集・発信

⑨ 文化村スタッフとアーティストの協働による

作品の制作・展示

⑩アーティスト主催ワークショップ

⑪能楽体験教室

⑫ムジークフェストなら

新

新

⑬食と農の情報発信、セミナー・フェア

⑭伝統工芸ワークショップ

⑮奥大和地域の特産品を活用したワークショップ

⑯こども食堂との連携

⑰駐車場を活用したにぎわいイベント

⑱ 植栽等によるおもてなし環境の整備

来村者のためのベンチ等の整備

⑲農産物の直売、レストラン等

⑳アクセスバス運行

新

①文化財修復作業の公開・解説

②文化財の企画展、体験プログラム

仏像制作体験、企業と連携した体験コーナー

③公開・解説を行う県指定文化財に対する補助

④修復対象文化財のビフォーアフターの記録映像

⑤文化財の細部の構造等を

観察できるVR映像等を制作

体験プログラムの様子

新

こども参加型音楽コンサート

〈問い合わせ先〉
文化・教育・くらし創造部 文化振興課 元根課長補佐（内線２１５２）

新

新

伝統工芸ワークショップ ＜イメージ＞おもてなし環境の整備
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Ⅵ 智恵の「都」をつくる ２０ 海外との交流展開

（７８） 国際交流の強化・拡大と東アジア地方政府会合の充実発展

①ウズベキスタン・サマルカンド州、スイス・ベ
ルン州に訪問団を派遣

② 新 韓国・忠清南道で開催される大百済典へ
参加

③韓国・忠清南道へ奈良
県青年を派遣

④中国・陝西省やウズベキ
スタン・サマルカンド州
から、代表団や学生など
の訪問団を受入

⑤専門家及び学生等の交流を実施
⑥中国・清華大学との交換展（奈良県内開催）の
実施を検討

⑩世界的に著名なスペインの
料理専門大学ＢＣＣ（バ
スクカリナリーセンター）
講師の特別講義等

⑦奈良県フォレスターアカデミーの授業として、
リース校でスイスの森林環境管理を学習

⑧リース校から実習生受け入れ
⑨アカデミー名誉校長（リース元校長）
からのアドバイス等

Ｒ５予算案 119,451千円

⑪中国山東省・臨沂市で開催される第１２回会合へ奈良県代表団を派遣
⑫会員地方政府主催の分科会の開催を支援
⑬アジアコスモポリタン賞受賞記念奈良フォーラムの開催に向けた準備
⑭日本アスペン研究所と連携し、ＮＡＦＩＣ附属セミナーハウスでの
セミナー開催を支援

１．友好提携地方政府等への訪問団の
派遣・受入等 （28,418千円）

２．中国・清華大学との交流
（25,379千円）

３．スイス・リース林業教育センターとの
交流 （24,614千円）

４．NAFICとBCCとの連携推進
（7,531千円）

５．第12回東アジア地方政府会合等の開催 （33,509千円）

ウズベキスタン・サマルカンド州
との友好提携締結

＜問い合わせ先＞
１、２ 知事公室 国際課 伊豆藏課長補佐（内線２１５１）

５ 野村課長補佐（内線２５３６）
３ 水循環・森林・景観環境部 森と人の共生推進課 西課長補佐（内線３９４２）
４ 食と農の振興部 豊かな食と農の振興課 福永課長補佐（内線３８１８）

清華大学芸術博物館
展覧会（R4.9.24-12.4開催）

リース林業教育センター
との連携協定締結 BCCとの連携協定締結

臨沂市との合意覚書締結

り ん ぎ

り んぎ
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